
 

【 家庭教育支援チーム 】 

チーム名  

（呼称） 

 行田市家庭教育支援チーム 

（呼称：特定非営利活動法人子育てネット行田） 

URL：http://www.tvg.ne.jp/koso-net18/ 

活動開始年度   平成１２年度 

活動拠点  子育て支援センター 

活動範囲  行田市内外全域 

活動財源  

 

□文部科学省補助事業（地域における家庭教育支援総合推進事業） 

□文部科学省委託事業（先駆的家庭教育支援推進事業） 

□厚生労働省事業（事業名                            ） 

□地方単独事業として実施 

□特段の予算措置はないが、自主的に活動を実施 

☑その他の支援により活動を実施 （会費、寄付金、事業収益） 

組織体制  ５１人 

 正 会 員 ； 埼玉県家庭教育アドバイザー9人、子育てサポーター10人、元教員 3人、 

 ＜36 人＞  保育士４人、民生委員 2 人、元民生委員 4 人、元主任児童委員 4 人 

賛助会員 ； 弁護士１人、税理士１人、元教員 1 人、保育士 2 人、商店主 4 人、 

＜15 人＞   学識経験者 6 人 

具体的な活動内容 

 

□講座型  □拠点型  □訪問型  ☑総合型  □その他（       ） 

【活動内容】  

・市の受託事業として「ブックスタート」、「行田市子育て支援センター『きっずプラザあお

い』」、「つどいの広場」を運営 

「ブックスタート」は、４カ月児に絵本の配布及び読み聞かせの効用を保護者に対して

対面指導を行い、絵本を寄贈する図書館事業。また、行田市子育て支援センター「きっず

プラザあおい」を運営するとともに、小学校就学前の子どもを持つ保護者に対する子育て

相談なども実施している。さらに、市内の学童保育室や児童センター内で週３日「つどい

の広場」を開催。３歳未満の子どもとその保護者に対して、子育て支援活動を行ってい

る。 

・「子育てサロン」の実施 

年間９回のイベントを開催し、昔のあそびや読み聞かせ、絵画や工作など、親子が楽し

めることはもちろんのこと、参加者同士で交流を図ることができる遊びを提供するととも

に、子育て相談も実施している。 

・「子育てサポーター養成講座」の開催 

行田市教育委員会、行田市社会福祉協議会と共に、５月から７月にかけて７回にわた

って講義を行う「子育てサポーター養成講座」を開催している。今年度で１７回目を迎え

た。子育てに関する専門家からさまざまな知識や技術を学び、地域ぐるみで子育てを行っ

ていくための人材を育成している。 

・「子ども大学ぎょうだ」の実行委員として協力 



 

子どもの知的好奇心を刺激する学びの機会を提供する「子ども大学ぎょうだ」の企画・

運営を行う実行委員会の委員となっている。実行委員会は、行田市教育委員会、ものつ

くり大学、ＮＰＯ法人行田市民大学活動センター、そして同チームの「地域の教育力」を集

結したメンバーで構成。特に同チームの会員は、入学式の前に実施される学生（参加児

童）による「角帽づくり」を中心となってサポートするなどして、子どもの学びへの意欲向上

に寄与している。 

活動の成果  

 

 

 

平成１２年から長年にわたり、行田市において「地域ぐるみの子育て」を目指し、市や県、

他団体とも密接に連携し、さまざまなニーズに対応した子育て支援活動を展開している。子

育て親子の交流の場の提供と交流の促進、子育てに関する相談や援助などを通して、市内

の子育て世代から同チームに対する信頼は厚い。 

また、上記のような事業を実施するだけでなく、会員自身も市内外の研修会に参加し、学

識経験者から子育て支援に関する専門的な知識やノウハウを積極的に学び、技量を高める

努力を行っている。 

活動において苦労

した点や課題 

 

・子育てサポーター養成講座の諸準備等 

・会員相互の“コミュニケーション”をより一層の向上を図ると共に、「誰もが、何でもｊ話し

易い」関係づくりを目指す。 

今後の活動目標 

 

 

「子育てするなら行田」とのキャッチフレーズを、広く市内外への発信を拡充する。 

そこでは、当法人の「地域ぐるみの子育て支援」との目標を訴え、“誰もが笑顔で育ち合

う”という理想を実現したい。 

問合せ先  

【公表可能な連絡先】 

特定非営利活動法人子育てネット行田 島田ユミ子 

（TEL）０４８－５５６－７７６５ （E-mail）koso-net18@tvg..ne.jp 

 


